
2023年度 松山愛郷会youth 
県外の企業等が「投資したい」「関わりたい」と思う街づくり 



メンバー 

明賀　優介  ソフトバンク（株）

青野　純也  （株）フジタ東京支店

森棟　裕貴  愛媛銀行

山口　由佳  （株）ビズリーチ

山本　正太郎  ソフトバンクグループ（株）

山本　貴之  伊予銀行



松山の目指すべき将来像（提案） 

世界一 
安心/安全な 

まち 

チャレンジが 
しやすいまち 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VUCAの時代 



VUCAの時代 

「安全である」ことは 
普遍的な価値をもつ 



松山のもつ強み 

1.  戦災等の地政学的リスクが小さい

2.  活火山がなく、活発な活断層がない

3.  気候が安定しており、豪雨災害等が少ない

災害大国日本において、稀有な特徴をもつ 



世界一安心/安全なまちを目指して 

災害の生起確率 
が低いという 
地理的条件 

ソフト/ハード面 
双方からの 

災害/安全対策 



世界一安心/安全なまちを目指して 

・床上浸水を含む洪水が今後

10年以内に発生する確率 

・今後100年以内に起こりうる地

震によって倒壊する建物の割

合 

・津波によって浸水する宅地の

割合 

・軽犯罪の発生率 

・交通死亡事故の発生率 

 

数値目標の例 

安心/安全に関連した 
数値目標を設定 



 
安心/安全なまちに向けた取り組みの例 

AIを用いた 
最適避難計画  L4自動運転 

災害対策 
ロボットの開発 

全ての河川の 
モニタリング 

浸水範囲の正確な 
シミュレーション 

避難状況の 
自動把握 



世界一安心/安全なまちとして 
人が集まるまちへ 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実際に地方への人口流出も起こっている 

https://www.nhk.or.jp/politics/articles/feature/76267.html



しかし、愛媛県はU・I・Jターン先として選ばれていない 

順位 都道府県名 転入者数

１ 神奈川県 96,446人

２ 埼玉県 78,433人

３ 千葉県 58,801人

30 長崎県 1,784人

31 愛媛県 1,756人

32 山口県 1,745人

「ふるさと回帰支援センター窓口相談者が選
んだ移住希望地ランキング」（ 2022年）におい
ても、Top20にランクインせず。

https://www.nhk.or.jp/politics/articles/feature/76267.html

東京都から各都道府県への転出人数

移住先として 
選んでもらえるように 

ネックを潰す必要がある 



移住のネックのひとつはコスト 
 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000529976.pdf



チャレンジできる 
労働環境づくりを大胆に 



松山のもつ強み 

1.  コンパクトシティとしての生活環境の快適さ

2.  松山空港から市内へのアクセス

3.  瀬戸内海など自然豊かな環境

エンジニアやクリエイターに魅力的なポテンシャル 



チャレンジできる環境を提供するために 

コンパクトシティ 
自然環境といった 

松山の強み 

働きやすい環境へ
の投資 



チャレンジできる環境を提供するために 

LivingAnywhere Commons京都三条

地域コミュニティの創出
資源を活かしアイデアを

LivingAnywhere Commons屋久島



チャレンジできる環境を提供するために 

移住支援金、100万円なら、
移住せずに都市圏に居続けて
転職やキャリアアップで
年収上げた方がリスクが少ない

1000万円もらえるなら、

家も仕事も保育園も
決まっていなくても、

松山への移住を即決する！



チャレンジがしやすい松山になると… 

専門性の高い人材 
の転入により、 

地域経済の活性化 
人手不足の解消 

子育て世代の流入が 
進み、人口増加 

税収増につながる 



チャレンジがしやすい 
松山へ。 



松山の目指すべき将来像（提案） 

世界一 
安心/安全な 

まち 

チャレンジが 
しやすいまち 


